
058-277-1110 9：00～
21：30

※未就学児の入場はご遠慮ください。　※車椅子席は、サラマンカホールチケットセンターのみの取り扱いです。
※スマホの方はネット予約で電子チケットが購入できます。当日、入場口でスマホの電子チケットを提示してください。

チケットのネット予約は公式サイト
「サラマンカ・オンラインチケット」で

チケットのお求め
サラマンカホール チケットセンター

サラマンカメイト先行発売 ： 2024年9月18日（水） 一般発売 ： 2024年9月25日（水） ※ 電話・インターネット 9:00～／窓口 12:00～

サラマンカホール 主催：サラマンカホール

全席指定 一般1,000円（サラマンカメイト900円）
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19：00開演（18：30開場）
サラマンカホール岐阜市薮田南5-14-53

語り手　後藤卓也

火星／戦い

木星／喜び

土星／老い

海王星／神秘

金星／平和

水星／翼

天王星／魔術

ⒸISAS/JAXA

サラマンカ
オンラインチケット →
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※お電話（058-277-1110 入会申込書を郵送）および、
　インターネットでも受付ております。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

● チケットの先行販売

● チケットの割引（1公演2枚まで）

● ダイレクトメールによる
　 コンサートのご案内

● グッズコーナーでの割引

終演後に西岐阜まで無料マイクロバスを
運行します　正面玄関前（北側）から出発します。

全席指定

語り手　後藤 卓也　Takuya  Goto

ピアノデュオ　石原佳世・岡﨑章 PIANO Duo
　　　　　　　Kayo Ishihara ・ Akira Okazaki

学生時代からそれぞれソリストとして学び“ピアノの詩人ショパン”
への憧れを胸に、ポーランドを代表する“ショパン弾き”であったハリー
ナ・チェルニー＝ステファンスカ女史のもとで研鑽を積む。2人のピアノ
デュオによる初共演は、W.ルトスワフスキ・フィルハーモニーホール
（ポーランド・ヴロツワフ市）でGazeta Dolnośląska紙始め多くの評論家
たちに絶賛された。これが互いのピアノ・デュオの世界観を築くきっかけ
となり現在に至っている。
石原佳世においては、第5回ヨーロッパ・ショパン・コンクール（ドイツ・
ダルムシュタット）の優勝など数々のコンクールに入賞。また岐阜県民栄誉賞、岐阜県芸術文化奨励賞などを受賞したことを特筆
したい。岡﨑章によるピアノ連弾、2台ピアノへのトランスクリプション作品による響きのアプローチは余すところなく繰り広げて
おり、各地でのコンサートを始め、サラマンカホール主催の【ピアノデュオコンサート・手紙シリーズ】でもコトバとの融合を追求し
好評を博している。
YouTube、オンラインLiveコンサート、岐阜放送【美の精華（ぎふチャン）】の出演をはじめ、ピアノ、ピアノアンサンブル奏法に
おけるレクチャー、また、株式会社Voceの協力アーティストとしても精力的に活動している。

グ
ス
タ
ー
ブ
・
ホ
ル
ス
ト
が
音
楽
と
い
う

宇
宙
に
浮
か
べ
た
七
つ
の
惑
星
。

そ
れ
ぞ
れ
の
星
に
よ
せ
た
言
葉
。

火
星「
戦
い
を
も
た
ら
す
も
の
」、

金
星「
平
和
を
も
た
ら
す
も
の
」・・・
。

も
し
、ホ
ル
ス
ト
が
も
う
一
つ
の
惑
星

「
地
球
」を
描
い
た
と
し
た
ら
、

ど
う
い
う
言
葉
を
書
い
た
だ
ろ
う
か
・・・
。

石
原
佳
世
・
岡

章
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
が

自
ら
の
新
編
曲
を
初
演
。

卓
越
し
た
ナ
レ
ー
タ
ー
後
藤
卓
也
が

宇
宙
へ
の
旅
を
案
内
す
る

「
手
紙
シ
リ
ー
ズ
」第
6
弾
。

劇団芝居屋かいとうらんま座長。俳優、脚本家、演出家。
旗揚げ40周年を超える劇団を率い、現在、岐阜・東京を中心に演劇活動のほか、映像作品の製作
など精力的に活動している。
この「手紙シリーズ」では、2020年「ウィーンからの手紙」、2022年「スペインからの手紙」、サラマンカ
ホールのコンサートシリーズ「バーへようこそ」では、2021年「オペラ座地下のアーティストバー」、
2023年「ジャズバーへようこそ」、また2024年「宮澤賢治～春と修羅」で語り手を演じてきた。
サラマンカ少年少女合唱団CORO Juniorミュージカルの台本演出を2021年から担当している。
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